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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年5月20日(2021.5.20)

【公開番号】特開2019-89857(P2019-89857A)
【公開日】令和1年6月13日(2019.6.13)
【年通号数】公開・登録公報2019-022
【出願番号】特願2019-53684(P2019-53684)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/41     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ    8/41     　　　　
   Ａ６１Ｑ   19/10     　　　　
   Ａ６１Ｑ   19/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年4月6日(2021.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分（Ｘ）として、２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール（
Ｘ１）、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール（Ｘ２）、及び２－アミノ－２－メ
チル－１，３－プロパンジオール（Ｘ３）から選ばれる１種を単独で含有し、成分（Ｂ）
として、ＨＬＢ１１以上の非イオン性界面活性剤（Ｂ１）及び／又はＨＬＢ１１未満の非
イオン性界面活性剤（Ｂ２）を含有し、かつ２５℃におけるｐＨが９．０以上１２．５以
下である組成物
を用いて角栓を除去する方法。
【請求項２】
　成分（Ｘ）として、２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール（
Ｘ１）、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール（Ｘ２）、及び２－アミノ－２－メ
チル－１，３－プロパンジオール（Ｘ３）から選ばれる２種又は３種を含有し、成分（Ｂ
）として、ＨＬＢ１１以上の非イオン性界面活性剤（Ｂ１）及び／又はＨＬＢ１１未満の
非イオン性界面活性剤（Ｂ２）を含有し、かつ２５℃におけるｐＨが９．０以上１２．５
以下である組成物
を用いて角栓を除去する方法。
【請求項３】
　組成物中における成分（Ｘ）の含有量が、０．０８質量％以上３５質量％以下である請
求項１又は２に記載の角栓を除去する方法。
【請求項４】
　成分（Ｂ）の含有量が、０．１質量％以上３０質量％以下である請求項１～３のいずれ
か１項に記載の角栓を除去する方法。
【請求項５】
　成分（Ｘ）の含有量と成分（Ｂ）の含有量との質量比（（Ｘ）／（Ｂ））が、０．０１
以上５０以下である請求項１～４のいずれか１項に記載の角栓を除去する方法。
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【請求項６】
　成分（Ｂ１）の含有量と成分（Ｂ２）の含有量との質量比（（Ｂ１）／（Ｂ２））が、
０．１以上２５以下である請求項１～５のいずれか１項に記載の角栓を除去する方法。
【請求項７】
　組成物が、さらに成分（Ｘ）以外の塩基性物質（Ｙ）を含有する請求項１～６のいずれ
か１項に記載の角栓を除去する方法。
【請求項８】
　成分（Ｙ）が、アルギニン、モノエタノールアミン、トリエタノールアミン及びモルホ
リンから選ばれる１種又は２種以上を含む請求項７に記載の角栓を除去する方法。
【請求項９】
　組成物中における成分（Ｙ）の含有量が、０．０１質量％以上１５質量％以下である請
求項７又は８に記載の角栓を除去する方法。
【請求項１０】
　組成物中における成分（Ｘ）及び成分（Ｙ）の合計含有量が、０．０９質量％以上５０
質量％以下である請求項７～９のいずれか１項に記載の角栓を除去する方法。
【請求項１１】
　成分（Ｙ）の含有量と成分（Ｘ）の含有量との質量比（（Ｘ）／（Ｙ））が、０．００
１以上２００以下である請求項７～１０のいずれか１項に記載の角栓を除去する方法。
【請求項１２】
　組成物が、さらに水を１０質量％以上９９．９質量％以下含有する請求項１～１１のい
ずれか１項に記載の角栓を除去する方法。
【請求項１３】
　組成物が、さらにアニオン性界面活性剤（Ａ）を含有する請求項１～１２のいずれか１
項に記載の角栓を除去する方法。
【請求項１４】
　成分（Ｘ）として、２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール（
Ｘ１）、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール（Ｘ２）、及び２－アミノ－２－メ
チル－１，３－プロパンジオール（Ｘ３）から選ばれる１種を単独で含有し、成分（Ｂ）
として、ＨＬＢ１１以上の非イオン性界面活性剤（Ｂ１）及び／又はＨＬＢ１１未満の非
イオン性界面活性剤（Ｂ２）を含有し、かつ２５℃におけるｐＨが９．０以上１２．５以
下である角栓除去用組成物。
【請求項１５】
　成分（Ｘ）として、２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール（
Ｘ１）、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール（Ｘ２）、及び２－アミノ－２－メ
チル－１，３－プロパンジオール（Ｘ３）から選ばれる２種又は３種を含有し、成分（Ｂ
）として、ＨＬＢ１１以上の非イオン性界面活性剤（Ｂ１）及び／又はＨＬＢ１１未満の
非イオン性界面活性剤（Ｂ２）を含有し、かつ２５℃におけるｐＨが９．０以上１２．５
以下である角栓除去用組成物。
【請求項１６】
　成分（Ｂ）の含有量が、０．１質量％以上３０質量％以下である請求項１４又は１５に
記載の角栓除去用組成物。
【請求項１７】
　成分（Ｘ）の含有量と成分（Ｂ）の含有量との質量比（（Ｘ）／（Ｂ））が、０．０１
以上５０以下である請求項１４～１６のいずれか１項に記載の角栓除去用組成物。
【請求項１８】
　成分（Ｂ１）の含有量と成分（Ｂ２）の含有量との質量比（（Ｂ１）／（Ｂ２））が、
０．１以上２５以下である請求項１４～１７のいずれか１項に記載の角栓除去用組成物。
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